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○

と
じ
て
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
市
報
と
お
か
ま
ち
は
家
庭
と
胆
役
所
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す

褒
皿
の
望
愚
顧
讐
り
暴
肥

税
金
ぼ
道
路
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設
や
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
を
守
る

社
会
保
障
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
活
動
の
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
税
の
申
告
は
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
等
の
届
出
と
同
じ
く
国
民
の
大

切
な
手
続
き
の
ひ
と
つ
で
す
。
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
例
年
の
こ
と
な
が
ら
申
告
書
の
用

紙
と
記
載
要
領
は
而
政
事
務
嘱
託
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

を
通
じ
三
月
の
は
じ
め
ま
で
に
お
手

も
と
に
届
く
よ
う
配
布
す
る
予
定

申告納税相談風景（十日町税務署で）

で
す
。
お

間
違
い
の

な
い
よ
う

記
載
し
、

申
告
し
て

く
だ
さ
い

申
告
書
は

市
税
務
課

ま
た
は
、

嘱
託
員
に

提
出
し
て

く
だ
さ
い

く
わ
し
い

こ
と
は
税

務
課
（
含

七
－
三
一

一
一
番
）

へ
お
問
い

合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
人

◇
昭
和
四
十
七
年
分
の
所
得
税
に
つ

　
い
て
確
定
中
告
を
す
る
方
。

◇
昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
現
在
給

　
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
で

　
昭
和
四
十
七
年
中
給
与
所
得
以
外

　
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
。

◇
事
業
専
従
者
で
昭
和
四
十
七
年
中

　
に
専
従
控
除
に
か
か
る
給
与
収
入

　
し
か
な
い
方
（
農
業
専
従
期
間
外

　
等
に
日
雇
賃
金
等
の
あ
る
方
を
除

　
き
ま
す
）
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税

は
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
税
務
署
か
ら
配
布
さ
れ
た
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
「
申

告
書
の
書
き
か
た
」
な
ど
を
参
考
と

白豊o親芋ゆや7’～きた

　2年続きの暖冬にのどかに遊んでいる臼鳥。

昨年につづいて浅ケ原貯水池で白鳥の親子が

元気に泳ぎまわっています。昨年4羽の白鳥

が、ことしは1羽仲間を加え、5羽でやつて

きました。

　吉田公民館では、毎年白鳥がやってくるよ

う、えさをあげていますが、えさが不足がち。

白鳥はほした茶がらやシイナが大好物、みな

さんのご協力を望んでいます。

し
て
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
延
納
を
希
望
さ
れ
る
と

き
は
、
第
三
期
分
税
額
の
半
分
以
上

を
三
月
十
五
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
．
残
り
は
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
納
付
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ

と
は
十
日
町
税
務
署
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

○

青
少
年
対
策
実
施
計
画
ま
と
ま
る

　
十
日
町
地
域
広

域
市
町
村
圏
協
議

会
（
十
日
町
市
．

川
西
町
、
中
里
村

津
南
町
の
一
市
二

町
一
村
）
で
は
、

郡
市
内
の
青
少
年

間
題
に
積
極
的
に

取
り
組
も
う
と
、

こ
の
ほ
ど
青
少
年

対
策
実
施
計
画
を

羅

十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
で

第
幽
回
広
域
青
少
年
対
策
推
進
会
議

ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
計
画
は
青
少
年
の
非
行

化
防
止
対
策
と
青
少
年
対
策
の
二
つ

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
目
標

　
あ
く
ま
で
青
少
年
の
健
全
育
成
を

第
一
の
目
標
と
し
、
青
少
年
対
策
は

つ
ぎ
の
四
つ
を
柱
に
青
少
年
総
合
対

策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
る
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

①
青
少
年
の
利
用
す
る
施
設
の
健
全

　
な
利
用
運
営

◎
青
少
年
活
動
に
対
す
る
諸
団
体
の

練習にはげむ豆剣士たち
　　　　　　　（柔剣道場で）

　
育
成
促
進

③
青
少
年
教
育
指
導
者
の
拡

　
充
と
育
成

④
企
業
体
関
係
と
の
連
け
い

　
強
化
青
少
年
非
行
化
防

止
対
策
及
び
広
域

青
少
年
対
策

　
社
会
環
境
の
整
備
と
青
少

年
非
行
化
防
止
な
ど
に
つ
い

て
圏
域
内
市
町
村
で
連
絡
調

整
を
行
な
う
も
の
と
し
青
少

年
補
導
問
題
研
究
協
議
会
、

青
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会

青
少
年
育
成
連
絡
調
整
会
議

を
通
じ
活
動
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

身
障
者
な
ど
お
困
り
の
方
は
ど
う
ぞ

　
つ
ぎ
の
方
々
が
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
達
の
更
生
援
護
の
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
お
困
り
の
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員
庭
野
国
吉
（
高

田
町
三
南
）
費
七
ー
四
〇
七
八
上
村

正
平
（
土
市
）
含
八
ー
一
＝
三
七
佐

藤
庄
策
（
新
光
寺
）
含
五
－
二
二
九

三
　
太
田
健
一
（
南
鐙
坂
）
曾
七
－

四
九
一
〇
有
放
九
－
二
一
九
一
〇

精
神
薄
弱
者
相
談
員
保
坂
辰
平
（
姿
）

有
放
四
七
七
一
一
池
田
清
（
中
条
公

民
館
内
）
曾
二
－
二
七
四
八
。

　
　
昭
和
四
十
八
年
度
市
奨
学
生
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
市
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
、
市
教
育
委
員
会
、
市
内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
者
は
、
市
内
に
三
年
以
上
居
住
し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で
、
学
業

成
績
が
優
秀
か
つ
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
も
の
に
限

り
ま
す
．

な
お
貸
与
の
対
象
は
、
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学
校
（
貸
与
月
額
三
千

円
）
短
大
及
び
大
学
（
貸
与
月
額
六
千
円
）
に
在
学
中
ま
た
は
進
学
希
望
者

で
す
。

募
集
し
め
き
り
は
昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
八
日
で
す
の
で
希
望
者
は
市
教

育
委
員
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

災
害
に
ご
注
意

暖
冬
に
よ
る
雪
や
雨
の
影
響
か
ら
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
．
家

族
で
災
害
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
．

一
、
地
す
べ
り
や
崖
く
ず
れ
が
発
生
す
る
兆
候
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
現

　
象
が
お
こ
り
ま
す
。

　
　
ア
、
地
下
に
住
む
小
動
物
が
家
屋
内
に
は
い
上
る
。

　
　
イ
、
井
戸
水
、
湧
き
水
、
溜
池
な
ど
の
水
が
急
に
か
れ
る
．

　
　
ウ
、
水
田
の
水
保
ち
が
悪
く
な
る
。

　
　
エ
、
木
の
根
が
さ
け
る
。

　
　
オ
、
地
す
べ
り
凹
地
の
上
方
の
急
傾
斜
地
面
に
亀
裂
が
生
ず
る
．

　
　
カ
、
地
鳴
、
家
鳴
が
聞
え
る
。

　
　
キ
、
地
す
べ
り
が
お
こ
る
数
日
前
、
山
肌
の
岩
石
が
ボ
・
ポ
ロ
崩
れ
落

　
　
　
　
ち
る
。

以
上
の
よ
う
な
兆
候
ま
た
は
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
異
状
な
現
象
を
発
見
し

た
と
き
は
、
つ
ぎ
の
要
領
で
急
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
盛
況
だ
っ
た
雪

　
　
ま
つ
り

　
第
二
十
四
回
雪
ま
つ
り
は
去
る
十

日
、
十
一
日
の
両
日
行
な
わ
れ
、
メ

ー
ソ
の
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
、
雪
の
芸

術
作
品
、
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば
の
ほ
か

盛
り
だ
く
さ
ん
の
協
賛
行
事
に
遠
来

の
お
客
や
地
元
市
民
が
ド
ッ
ト
お
し

よ
せ
ま
し
た
。
雪
の
芸
術
作
品
は
暖

冬
少
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
民
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
、
十
八
の
作
品
と

七
つ
の
学
童
作
品
が
製
作
さ
れ
、
見

物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
県
立
高
田
盲
学
校
で
生
徒
募
集

　
募
集
対
象
は
矯
正
視
力
○
・
三
未

満
の
視
力
の
者
。
詳
し
く
は
上
越
市

寺
町
二
丁
目
、
県
立
高
田
盲
学
校
へ
。

緊急を要するとき災害のおこるおそれのあるとき

消
　曾”9
防
　（有放）53119

署

役平日52ハ3
　　（轍》

所　　　　休日・夜524鱈

市政事務嘱託員

か②

消防団員

躰
　
者

②に通報できないとき

発

　
　
　
ち
ょ
っ
と
お
耳
を

　
郵
便
受
箱
を
一
個
七
〇
〇
円
で
郵
便
局
で
は
、
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
o

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

一462一



　　　下条蘭水に除鉄装置完成

市で賦総工費776万円をかけ、下条地区簡易

水道に除鉄装置を設置しました。装置は高さ4

㍍の円筒のもので飲料水用の濾過装置としては

市内初めてのものです。この装置については

すで織査をすませ48時間の試運転の結果、こ

れまでの0．3P　Pmが0．05P　Pmまで下がり普

通飲料水とほとんど変らないほどにまで完全に

櫨過することができました。下条地区では現在

590世帯でこの水を使っており、今後は赤く変

色する心配がない水に生まれかわりました。

．歳末たすけ合いに審付

とおかまち押α196（第3種郵便物認可）昭和娼年2月15日一2一

18日　至誠堂医院　　（西蒲東）倉2－3276番

25日　十日町病院（高田町3南）奮2－3161番

内藤直義（小田原

から）　　1，000円

飯林織物㈱仕員一

同　　23，286円

匿名（五軒新田）

　　　2，050円

信用組合十日町支

店諸川史俊500円

常角熊吉（魚ノ田

川）　　2，000円

上新田簡易保険組

合代表近藤静江

　　　5，000円

立正侯成会十’日町

支部　　40，426円

庭野みよの（昭和

町i）　　2，000円

水落賀一（ニタ子）

　　　1，160円

ライオソズクラブ

　　32，680円
庭野日敬

　　100，000円

匿名　　3，000円

謂諾鍋
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傷　　　　ψκ卵k印

亀

い
ぞ4
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ン
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．
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却
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第
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q
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ヒ
覧
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軸
6
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盟

魯
多
気
⊂

　　　　福祉事業宥付
村山勇（十日町小学校）　　　　　　2，000円

故石橋カセ　　　　　　　　　　　　　7，000円

十日町シーホースクラブ　　　　　10，000円

村山ハル（大黒沢）　　　　　　　　　1，500円

宮沢清（小黒沢）　　　　　　　　　　1，400円

丸栄会館　　　　　　　　　　　　　50，QOO円

佐藤洋品店　　　　　　　　　　　　50，000円

＝＝＝＝器＝器器鰭＝霊32詫　　　　　　＝：器＝器＝＝器＝＝器

　職没者遺族の特別弔慰金案給範囲が拡大

つぎに該当する遺族の方は、市社会福祉事務

所へ請求してくだ呑い。

□昭和16年12月8日以降に戦没した人の遺族で

遺族年金、公務扶助料などを受けていた人が

昭和40年4月1日から昭和47年3月31日まで

に死亡してだれも受ける人がいない人。

口昭和40年4月2日から昭和47年4月1日まで

に援護法による弔慰金を受給したが，昭和47

年4月1日現在だれも遺族年金・公務扶助料

などを受ける遺族がいない人，

　　新潟県後保護指導所入所生募集

この施設は内部障害者の健康管理と更生に必

要な職業指導を行なうところです。

入所資格　入院等により重点治療の必要のなく

　　　なった方で、心臓、腎臓、呼吸器、

　　　機能障害者。

入所時期　4月と10月ですが、随時入所もでき

　　　ます（入所期間1年間）

入所費用　生活困窮者は身体障害福祉法により

　　　無料。そのほか負担能力に応じて食

　　　費の実費負担もありますが、日用経

　　　費5，700円、更生訓練費i，500円が支

　　　給されます。

指導科目　洋裁編物科、経理簿記科、孔版タイ

　　　プ科、電気科
その他くわしいことは、市社会福祉事務所

　（奮7－3111）へお間い合わせください。

　　　環境週間の標語の募集

環境庁は、当面問題となっている公害防止、

自然環箋の保全についての意義を広く普及する

ことをねらいとし、このほど「環境週間」にち

なんだ標語を募集します。

1．主題　公害の防止、自然環魔の保護などの

　意義を強調したもの。

2．応募方法　官製はがき一枚に一標語とし、

　住所、郵便番号、氏名（ふりがな）、年齢、

　職業を明記してください。

3．送り先東京都千代田区霰ケ関三ノーノー

　（郵便番号lOO）環境庁広報室

4．締切　昭和48年2月28日（当日消印有効）

　　　　　　，　嗣9．9署剛．＝＝書賓一巽器：器”・＝

礒
餐
鑛
麟
磯

　
市
環
境
開
発
課
は
こ
の
ほ
ど
昭
和

四
十
七
年
交
通
事
故
発
生
状
況
を
ま

と
め
ま
し
た
。
　
（
別
表
）

　
昭
和
四
十
七
年
中
の
市
内
の
交
通

事
故
状
況
は
前
年
比
件
数
、
負
傷
者

と
も
若
干
増
加
し
ま
し
た
が
、
死
者

で
三
名
減
と
な
り
ま
し
た
●

　
事
故
の
特
徴
は

口
死
亡
事
故
七
件
の
う
ち
六
十
歳
以

　
上
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区　分 47年 46年 増減数
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死　者人 7 10 一3

負傷者人 259 250 十9
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昭和47年度一般会計予算14乳1231現在1

歳
出
二
五
億
八
七
七
万
円
稿
成
比
％
）

その他24，89010％
《分担金及び負担金外》

その他18，058　7％
1消防費・外1

県支出金10133　4％ 商工費ll，431　5％

繰越金14，095　6％ 公債費14，8！8　6％
農林水産桑費14，II7　6％

債22，930　9％一’市
衛生費17，380　7％

国摩支出金33，29913％
総務費29，10711％

歳
入
五
億
八
七
七
万
円
爲
成
比
％
》

地方交付税71，π329％
民生費42，14617％

教育賛50，58720％

市　　税73，80729％
土木費鳳23321％

（鶏）

　　　市債の状況
　　　　　　も単位万円》　　　　　　6　　別

　　　　　　　　　　伽λ鳥別　　　　　りゆ
　　蘇，3粥
　衛生3％　　　　　敵　瞥
　　4・400　　　　新潟県外
　　5鷺　　　　　　　　　　32，154
　　　　　　10，323誕書復旧

　4，53g　　　　　”％　　　鈎％
　5％　　　　　　　　　金融機関
　　　　　　　9，226書0％簡琳道大蔵省市債融
7醐4　　弱、脚　　9値3，239万円
・●％　｛o％　　　　　　郵致省
　　　　　嶋戯％，　臥010
　　　　　　　　19％
・±木

12，840－

　14％

歳出性質別分析表
　　　　樟位万円》

積立金61
繰出金2，6％　　脅弘，

出資金go　　　その他

　　　　11％　　　　　　公債費災害復旧費　2，364

　　　　　貸付　巳億4，81
　⊂1％）　　　　　9，261（6％）

　　　　　｛4％1
投

資

的

市民会館・帝庁舎

　23，24625％

『庸億シ酋冷弗竃璽資金壷国などから長篶僧入する；と聖いい塞す》

経

経

￥
経
で費鰯
鉛

　
翫
2
6

件
億
ー

　
6

人

　　　　総　額普通建設事業費

　　　25億877万円8億5，230　　備成比1％

　｛34％1

費

35
％

費
4
》
　
　
　
　
ノ

　
溜
篇
鷲
。
蟻

　
　
蕊
畢

　
　
　
　
　
ゆ
％

　
　
　
　
助
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扶
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霧

一般会計執行状況
籔
行
率
66
％
｝

（
収
入
率
7
2
％
｝

一
六
億

五
、
九
六
二
万
円

支
出
済
額

天
億
八
五
万
円

収
入
済
額

二
五
億
八
七
七
万
円

十
二
月
末
予
算

一
二
億

一
、
七
七
二
万
円

当
初
予
算

費

図
％

特別会計予算状況
会　　計　　名 予　算　額

国民健康保険 　万円42，235

診　　療　　所 4，038

簡　易　水　道 2，608

と　　　畜　　　場
（12月末廃止） 98

計 48，979

地方自治法第243条の3の規定に基

づく「十日町市財政事情の作成及

び公表に関する条例」の定めると
ころにより昭和47年12月31日現在

の本市の財政事情を公表Lますの

昭和48年2月1日

　　＋日町市長春日由三

市税の内訳
税　　目 税　額 鰍

市民1人当り 1世帯当り

市町村民税 33，554 45 6，733 30，702

固定資産税 25，586 35 5，134 23，411

軽自動車税 1，350 2 271 1，235
市可村たばこ消鰍 6，898 9 1，384 6，312
電気ガス税 4，083 6 819 3，736
木材引取税 27 r一 5 24

都市計画税 2，309 3 463 2，113
計 73，807 100 14，809 67，533

市有財産の状況

土　　　　地 14，808，564㎡

建　　　　物 109246㎡

基金、公社債 6，802万円

一463一


